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校舎の様子を見
ら幼稚園の朝の

「朝のあいさつがあり、おはようジョギングもスムーズに行なわれていました。授業では

先生方の板書の字がとても綺麗で、発問の仕方が工夫されていました。子ども達の家庭学習の字もノートの字もとても
綺麗でした。教室の掲示物が充実しており、例えば、数直線や線分図の振り返りがすぐできるような掲示物がありまし
た。iCTの機器の活用もよかっだです。IT支援員の授業への活用も検討・工夫してほしいです。朝のmimの取組の教材の

活用がテンポ良くていいですね。学級便りが玄関に掲示されているのかよかったです。保護者がどの学年がどんな活動

をしているか情報を収集できるし、先生方もお互いの学級通信の工夫を得ることができると思います。その隣の家庭学

習の取り組み方や見本となる家庭学習のノート掲示も家庭学習の質の向上を図る取組としてすぼらしいと思いました。
資料については、前年度の課題を踏まえて、今年度の計画がなされており、目標の達成のための具体的な取組や数値化

Jて、‾学級運営や生徒指導の指針づくりに役立つ包括的な児童質問紙調査「十Check」が4
に配布されています。ぜひ、その分析を活用して、いじめなどの早期発見に役立ててくだ

こ巻き込んで

くりをして
生かしながらこれからも子ども
思います

が行われています。お
こ行われ、その結果

と話されてい
に、志良堂教育

鷺襲霞塗の欝凝荻蚤㊨茎感態鳶・雲霞蒐瀞霞協議錯讃離党

とがうれしかっだです。
そして授業と流れがスムーズである。

取組んでおり、先生方の指示がよくとおっている。

している子ども達のノートの字もきれい。

の子ども達の字がきれいで、先生方のコメントも充実していて

する等もっと保護者に働きかけ、

工夫されている。

の窓が開いている。クーラーを効かせるためにもぜひ、窓を閉めてほしい。
コメントが少なく感じた。協力を得て100％のサインや子どもへの激励の
，保護者にも働きかけて欲しい。
虹トの距離頴近誹、そのつどの指導や何故姿勢を正しくしないといけないの‘閥凱＼したい
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鉛筆の正しい持ち方をしっかりと定着させてほしい。
、積極的に発表させてほしい。
も塾嚢璽曇薮恩義鬼毅衰運醸し適魁してください。
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